
　
春
陽
の
候
、
皆
様
に
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
、
八
大
神
社
の

為
に
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
来
る
五
月
に
は
、
こ
こ
一
乗
寺
の
氏
神
様
で
あ
る
八
大
神
社
に
お
い
て
、
伝
統
的
行
事
で

あ
る
ご
祭
礼
が
例
年
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
す
が
、
昨
年
、
一
昨
年
に
続
き
本
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
為
、
大
変
残
念
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
左
記
の
通
り
縮
小
し
斎
行
す
る

事
と
な
り
ま
し
た
。

記
　
　

一
、
御
本
殿
で
の
神
事
に
つ
い
て

　
　
・
五
月
一
日
　
粽
御
供
祭
　
　

　
　
・
五
月
四
日
　
例
祭
　
宵
宮
祭

　
　
・
五
月
五
日
　
朝
御
供
祭
　
奉
幣
式

　
　
を
例
年
通
り
斎
行
す
る

二
、
五
月
五
日
午
後
の
氏
子
祭
（
神
幸
祭
）
巡
行
に
つ
い
て

　
　
・
北
薬
師
堂
、
南
薬
師
堂
、
藪
里
釈
迦
堂
で
の
「
御
拝
礼
」

　
　
・
密
集
に
な
ら
ず
斎
行
が
可
能
な
「
剣
鉾
差
し
」
「
宮
座
太
鼓
鉦
の
奉
奏
」

　
　
を
縮
小
し
た
予
定
経
路
に
て
執
り
行
う

三
、
大
人
神
輿
に
つ
い
て
居
祭
り
の
形
態
と
し

　
　
・
五
月
四
日
夜
、
五
日
午
後
の
巡
行
は
中
止

　
　
・
四
月
三
十
日
か
ら
五
月
五
日
の
期
間
、
神
社
拝
殿
に
お
飾
り
し
、
四
日
宵
宮
祭
に
て

　
　
　
御
神
霊
を
御
遷
し
す
る

四
、
小
学
生
を
中
心
と
し
た
子
供
達
が
参
加
す
る
祭
事
に
つ
い
て

　
　
・
子
供
神
輿
、
子
供
樽
神
輿
、
子
供
剣
鉾
、
子
供
太
鼓
鉦
は
中
止

　
　
・
小
学
校
一
年
生
の
踊
子
（
男
子
）
・
稚
児
（
女
子
）
の
写
真
撮
影
等
を
行
う

　
　
・
小
学
校
二
・
三
年
生
は
、
五
月
五
日
に
限
り
、
踊
子
稚
児
衣
装
の
貸
し
出
し
を
す
る

　
　
・
小
学
校
四
・
五
・
六
年
生
は
、
四
月
二
十
九
日
か
ら
五
月
三
日
で
、
剣
鉾
・
鉦
・
太
鼓
の

　
　
　
体
験
を
行
う

　
祭
礼
奉
賛
金
（
寄
附
金
）
に
つ
い
て
、
今
年
度
は
祭
礼
の
縮
小
に
伴
い
ご
町
内
の
組
長
さ
ん
が

各
ご
家
庭
へ
お
伺
い
し
て
の
お
願
い
を
行
わ
な
い
事
と
致
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　
感
染
状
況
が
悪
化
し
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る
な
ど
の
場
合
に
は
、
斎
行
内
容
の
変
更

を
検
討
致
し
ま
す
。

以
上

令
和
四
年
四
月
吉
日

八
大
神
社
氏
子
会
会
長
　
大
谷
忠
司

八
大
神
社
　
宮
　
司
　
　
竹
内
政
裕

上
一
乗
寺
区
民
各
位

八

大

神

社

大

祭

縮

小

開

催

に

つ

い

て


